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初
詣
は
健
康
祈
願

今
に
も
雪
が
舞
い
そ
う
な
雲
行
き
の

冬
の
田
園
風
景
の
中
、
公
民
館
か
ら
住

吉
神
社
を
往
復
す
る
約
4
㌔
の
コ
ー
ス

を
歩
い
た
。
途
中
、
千
國
館
長
の
案
内

で
地
域
に
残
る
史
跡
を
見
学
し
、
説
明

三
郷
公
民
館
（
千
國
温
館
長
）
は
、
１
月
１
日
午
後
１
時
か
ら
「
健
康
づ
く
り
の

集
い
」
と
し
て
「
元
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
い
た
。「
平
成
26
年
の
歩
き
始
め
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
い
か
が
」
と
の
呼
び
掛
け
に
35
人
余
り
が
参
加
し
た
。

を
聞
い
て

故
郷
の
歴

史
を
学
ん

だ
。折

か
ら

吹
き
付
け

る
寒
風
に

も
負
け
ず
、

仲
間
と
談

笑
し
な
が

ら
住
吉
神

社
の
鳥
居

を
く
ぐ
っ
た
。
初
詣
で
に
ぎ
わ
う
境
内

を
巡
り
、
思
い
思
い
の
願
い
を
込
め
て

神
殿
に
参
拝
し
た
。

健
康
は
歩
く
脚
力

一
緒
に
参
加
し
た
一
日
市
場
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
80
代
と
60
代
の
女

性
は
ク
ラ
ブ
の
中
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
、「
ク
ラ
ブ
と
し
て
は

月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
10
㌔
ほ
ど
の
長
距

離
を
歩
く
こ
と
も
あ
る
」
と
言
う
。

公
民
館
で
は
、
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら

ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
、
健
康
長
寿
の

仕
掛
け
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
推
奨
し

て
い
く
。「
こ
れ
を
機
会
に
健
康
管
理

に
気
を
付
け
て
ゆ
っ
く
り
無
理
せ
ず
歩

い
て
欲
し
い
」
と
言
う
。（
山
楽
子
）

三
郷
芸
術
文
化
協
会
会
長
と
し

て
市
の
連
絡
協
議
会
会
長
を
兼
ね

る
。
三
郷
子
ど
も
学
芸
ク
ラ
ブ
指

導
者
会
会
長
で
、
マ
リ
ン
バ
の
ジ

ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
バ
ン
ビ

ー
ズ
」
と
一
般
グ
ル
ー
プ
の
「
マ

ミ
ー
ズ
」
の
演
奏
の
指
導
活
動
が

拠
点
で
あ
る
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
三
郷
わ

い
わ
い
ラ
ン
ド
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
子
ど
も
と
の
関
わ
り
が
多
い
。
元

を
た
ど
れ
ば
ピ
ア
ノ
講
師
で
、
介
護
福

祉
士
養
成
学
校
の
音
楽
療
法
講
師
を
務

め
る
な
ど
多
彩
を
極
め
る
。

音
楽
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
20
年
以

上
続
け
て
い
る
音
文
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ

ト
や
サ
イ
ト
ウ
キ
ネ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
に
も
熱
が
入
り
、近
年
は
信
州
・

ま
つ
も
と
大
歌
舞
伎
サ
ポ
ー
タ
ー
に
も

顔
を
出
し
て
い
る
。

「
音
楽
教
室
よ
り
社
会
教
育
や
生
涯

学
習
の
お
手
伝
い
の
方
が
の
び
の
び
で

き
る
。
気
ま
ま
に
好
き
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
。
変
わ
り
者
だ
か
ら
」
と
い
た

ず
ら
っ
ぽ
い
目
が
笑
う
。

歩
き
始
め
に
初
詣
！！

三
郷
で
元
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

萬　人　壱　首

　
　
～
短
歌
～

年
新
た
我
が
手
で
作
る
新
味み

そ噌
は

　　山
吹
色
に
か
が
や
き
掬す
く

ふ	

柏
　
原
　
竹
内
　
香
代
子

	

年
ご
と
に
漬
物
石
の
重
た
か
り

　　今
年
が
最
後
と
語
り
な
が
ら
も	

住
　
吉
　
児
嶋
　
た
か
の

― 

俳
句
・
短
歌
の
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

―

住吉神社に初詣
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上
押
野
地
区
は
、
明
科
地
域
の
西
に

位
置
し
押
野
山
を
背
に
、
前
に
は
高
瀬

川
、
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
市
内
全
域

を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
雪
が
少
な
く

過
ご
し
や
す
い
地
区
で
す
。

世
帯
数
は
、
２
２
０
戸
で
微
増
傾
向

で
す
が
、
顔
が
見
え
る
範
囲
の
規
模
で

あ
り
、
区
民
の
つ
な
が
り
は
強
い
も
の

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
区
内
に
4

つ
の
木
戸
が
あ
り
、
各
木
戸
か
ら
１
名

の
役
員
を
選
出
し
、
公
民
館
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
高
瀬
川
河
川
敷
に

当
地
区
専
用
の
グ
ラ
ン
ド
及
び
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
を
有
し
、
高
瀬
川
運
動
広

場
と
し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
活
発

で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
明
科
地
域

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
に
2

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、
当
地

域
の
各
種
大
会
で
は
常
に
上
位
の
成
績

を
収
め
る
な
ど
、
地
区
公
民
館
活
動
の

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
と
し
て
は
、
子
ど
も
会
育
成
会

と
共
催
の
子
ど
も
た
ち
と
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
か
ら
敬
老
会
の
演
芸
発
表

会
ま
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
区
民
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
を

数
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎

年
8
月
15
日
に
開
催
し
て
い
る
木
戸
対

抗
球
技
大
会
や
夕
方
か
ら
の
納
涼
祭
に

は
、
里
帰
り
の
人
や
家
族
連
れ
の
皆
さ

ん
な
ど
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
、
旧

交
を
温
め
る
場
と
し
て
、
ま
た
地
区
の

絆
を
強
め
る
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
「
上

押
野
公
民
館
だ
よ
り
」
を
季
ご
と
（
年

4
回
）
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
事
業
の

お
知
ら
せ
や
結
果
に
つ
い
て
の
情
報
が

中
心
で
、
区
民
が
登
場
す
る
よ
う
に
と

写
真
を
数
多
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
公

民
館
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き

新
た
な
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
常
に
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

任
期
も
折
り
返
し
と
な
り
あ
と
１

年
、
活
発
な
公
民
館
活
動
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
上
押
野
地
区
公
民
館
長
　
土
肥
三
夫
）

第
４
回
安
曇
野
市
囲
碁
・
将
棋

大
会
が
11
月
24
日
、
堀
金
公
民
館

で
開
か
れ
た
。
市
内
外
の
小
学
生

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
世

代
の
約
１
０
０
人
が
盤
上
で
腕
を

競
っ
た
。
大
会
で
は
プ
ロ
棋
士
の

下
島
陽
平
さ
ん
（
囲
碁
・
八
段
）、

竹
部
さ
ゆ
り
さ
ん
（
将
棋
・
女
流

三
段
）
に
よ
る
指
導
対
局
や
講
座

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
プ
ロ
の
指

導
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

《
囲
碁
の
部
》

Ａ
組
　
優
勝
　
　
丸
山
　
宏

　
　
　
準
優
勝
　
小
林
　
正
昭

　
　
　
三
位
　
　
清
水
　
金
光

Ｂ
組
　
優
勝
　
　
平
出
　
純
也

　
　
　
準
優
勝
　
由
比
ヶ
濱
　
照
雄

　
　
　
三
位
　
　
大
原
　
修
平

Ｃ
組
　
優
勝
　
　
熊
井
　
英
明

　
　
　
準
優
勝
　
中
村
　
和
夫

　
　
　
三
位
　
　
尾
澤
　
伸
一

Ｄ
組
　
優
勝
　
　
大
友
　
博
秋

　
　
　
準
優
勝
　
二
木
　
宏
治

　
　
　
三
位
　
　
植
原
　
伊
吹

《
将
棋
の
部
》

Ａ
級
　
優
勝
　
　
内
川
　
新
一

　
　
　
準
優
勝
　
大
須
賀
　
欽
一

　
　
　
三
位
　
　
久
保
　
修
一

Ｂ
級
　
優
勝
　
　
安
井
　
邦
夫

　
　
　
準
優
勝
　
鎌
田
　
哲
也

　
　
　
三
位
　
　
須
坂
　
和
夫

Ｃ
級
　
優
勝
　
　
唐
澤
　
良
英

　
　
　
準
優
勝
　
清
澤
　
貞
雄

　
　
　
三
位
　
　
牛
越
　
忠
衛

Ｄ
級
　
優
勝
　
　
小
林
　
卓
馬

　
　
　
準
優
勝
　
高
橋
　
輝

　
　
　
三
位
　
　
山
田
　
拓（

敬
称
略
）
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遊びながら楽しい工作

穂高公民館改修工事進む

ヘルシーな
こんにゃく料理講座

元
旦
マ
ラ
ソ
ン

２
５
０
人
が
走
る

発
表
会
に
向
け
て

み
ん
な
で
繭
玉
づ
く
り

三
郷
公
民
館
は
「
楽
し
い
工
作
」

教
室
と
し
て
①
子
ど
も
も
大
人
も

夢
中
！
模
型
飛
行
機
作
り
～
飛
ば

せ
大
空
へ
！
飛
行
機
大
作
戦
～
②

め
っ
ち
ゃ
か
わ
い
い
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
～
手
作
り
リ
ー
ス
で

サ
ン
タ
獲
得
大
作
戦
～
を
開
き
20

組
40
人
の
親
子
が
参
加
し
た
。

堀
金
地

域
は
常
念

ド
ー
ム
を

発
着
点
に

「
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
」

を
開
催
し

市
内
外
か

ら
２
５
０

人
余
り
が
参
加
し
た
。
拾
ヶ
堰
沿
い
を

2
㌔
、
3
㌔
、
5
㌔
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
元
日
の
朝
を
走

り
抜
け
た
。

堀
金
地
域
各
地
区
公
民
館
は
1
月
11
、

12
日
に
か
け
て
、
萬
物
作
や
繭
玉
づ
く

り
、
三
九
郎
の
一
連
の
行
事
を
行
っ
た
。

大
人
の
手
が
入
り
、
昔
を
知
る
世
代

に
は
物
足
り
な
さ
は
残
る
が
、
下
掘
の
、

子
ど
も
だ
け
の
手
作
り
三
九
郎
や
岩
原

の
、
青
竹

を
組
み
立

て
た
三
九

郎
な
ど
特

色
の
あ
る

も
の
も
目

に
つ
い
た
。

あ
か
し
な
農
業
塾
（
内
川
充

弘
代
表
）
で
栽
培
し
た
コ
ン
ニ

ャ
ク
芋
を
使
用
し
た
料
理
講
座

に
28
人
が
参
加
し
た
。
農
業
塾

で
は
鳥
獣
被
害
に
遭
わ
な
い
作

物
と
し
て
３
年
か
け
て
収
穫
し
た
。
講

師
の
望
月
亮
子
さ
ん
（
七
貴
）
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
１
時
間
の
作
業
を
し
、

型
箱
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
更

に
20
分
煮
詰
め
て
出
来
上
が
る
。

２
回
目
に
は
、
松
本
広
域
調
理
師
会

会
長
の
高
橋
清
美
さ
ん
（
堀
金
）
を
講

師
に
「
ヘ
ル

シ
ー
な
こ
ん

に
ゃ
く
料
理

フ
ル
コ
ー
ス
」

を
実
施
。
和

食
を
改
め
て

見
直
す
機
会

と
な
り
、
み

ん
な
で
腕
を

振
る
っ
た
。

明
科
高
等
学
校
演
劇
部
は
豊

科
公
民
館
ホ
ー
ル
で
、
2
月
9

日
に
行
わ
れ
る
「
第
四
回
安
曇
野
市
高
校

演
劇
合
同
発
表
会
」
に
向
け
て
3
日
間
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。
演
題
は
「
僕

と
ゴ
ミ
箱
（
滝
上
雪
、
作
）」
で
見
ど
こ

ろ
は
、
ご
み

箱
の
妖
精
の

コ
ミ
カ
ル
な

キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
す
。
他

の
三
校
も
発

表
に
向
け
て

練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

昨
年
10
月
か

ら
穂
高
会
館
公

民
館
棟
の
改
修

工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ

の
工
事
は
、
同

館
の
老
朽
化
に

伴
い
、
平
成
25

年
度
か
ら
26
年

度
に
か
け
て
耐
震
補
強
を
含
め
た

大
規
模
改
修
工
事
を
行
う
も
の
で

す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
慮
し
た

造
り
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
育
館
棟
は
平
成

26
年
度
の
工
事
と
な
り
ま
す
。

絵
：
加
々
美
　
豊

花
：
ナ
ズ
ナ

上手に飛ばすには

熱心に聞き入る参加者

型に入れて固める

元旦から元気よく

上手に出来た！

練習を重ねる高校生たち

工事状況（講堂）

敬老会の演芸発表会

この一手は

地
区
公
民
館
だ
よ
り

明
科
地
域

上
押
野
地
区
公
民
館

第 4回安曇野市囲碁・将棋大会開催

囲碁の部

将棋の部



堀
金
倉
田
地
区
に
南
安
曇
農
業
高
等

学
校
（
南
農
）
の
第
二
農
場
が
あ
る
。

農
場
入
口
の
正
面
に
円
す
い
形
で
青
い

屋
根
が
見
え
る
。
外
壁
は
焦
げ
茶
色
の

板
張
り
で
円
筒
形
2
階
建
て
、
直
径
13

㍍
、
敷
地
面
積
１
３
９
平
方
㍍
の
威
容

を
誇
る
。
威
風
堂
々
と
し
た
外
観
だ
が

60
数
年
の
歳
月
で
老
朽
化
が
進
み
、
学

校
創
立
90
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
平

成
23
年
3
月
改
修
竣
工
し
た
。

作
業
指
導
に
当
た
る
宮
澤
正
生
さ
ん

（
農
林
技
師
63
）
は
「
改
修
前
は
窓
も

壊
れ
、
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
な
ど
が
生
息

し
て
い
た
気
配
も
あ
っ
た
」
と
い
う
。

南
農
第
二
農
場
は
生
徒
が
主
力
に
な
り

昭
和
8
年
か
ら
開
墾
に
着
手
し
、
日
輪

舎
は
、
後
に
生
徒
宿
泊
所
と
し
て
終
戦

直
前
の
昭
和
20
年
5
月
に
完
成
し
た
。

昭
和
21
年
卒
業
の
橋
渡
良
知
さ
ん

（
元
堀
金
村
教
育
長
85
）
は
高
校
時
代

「
土
台
の
小
石
や
砂
利
を
自
転
車
に
積

ん
で
運
び
、
生
徒
も
建
設
に
関
わ
っ

た
」
と
言
い
、
農
業
に
光
が
当
た
る
こ

と
を
夢
見
て
「
昭
和
40
年
代
は
農
業
経

営
の
先
輩
が
自
営
者
研
究
会
を
開
い
て

い
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
昭
和
41

年
卒
業
の
猿
田
幸
男
さ
ん
（
元
堀
金
村

収
入
役
66
）
は
「
日
輪
舎
は
高
校
時
代

の
コ
ン
パ
で
使
っ
た
程
度
で
、
2
階
の

畳
の
上
で
先
輩
の
説
教
を
聞
い
た
記
憶

が
あ
る
」
と
話
す
。

豊
科
公
民
館
で
毎
月
2
回
、
午
後
に

3
時
間
集
ま
り
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
楽

し
ん
で
い
る
。
手
を
動
か
し
な
が
ら
、

口
も
動
か
し
、「
口
が
動
か
な
く
な
っ

た
ら
、
何
か
困
っ
て
い
る
証
拠
。
そ
し

た
ら
教
え
に
行
く
ん
で
す
」
と
は
、
代

表
の
藤
原
嘉
津
子
さ
ん
。
高
校
で
家
庭

科
教
師
を
す
る
傍
ら
立
ち
上
げ
た
グ

ル
ー
プ
で
、
も
う
15
年
以
上
に
な
る
。

50
～
80
代
の
9
人
が
会
員
で
「
お
け
い

こ
の
日
を
指
折
り
数
え
て
待
っ
て
る

の
」「
共
通
の
趣
味
の
仲
間
が
い
ち
ば

ん
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
だ
け
で
な
く
、
着
物
を
使
っ
た
洋
服

づ
く
り
や
、
編
み
物
な
ど
、
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
に
教
え
て
も
ら
え
る
の
も
、
こ

の
教
室
な
ら
で
は
と
い
う
。

手
提
げ
バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
、
裁
縫
道

日
輪
舎

の
原
型
は
、

国
が
「
満

蒙

開

拓

青
少
年
義

勇
軍
」
の

事
前
訓
練

施
設
と
し

て
開
設
し

た
内
原
訓

練
所
（
茨

城
県
水
戸

市
）
で
、
モ

ン
ゴ
ル
の
移
動
式
住
居
を
模
し
て
い

る
。
内
野
祐
志
さ
ん
（
南
農
事
務
長
）

は
「
登
録
文
化
財
と
し
て
保
存
と
教
宣

の
責
任
を
感
じ
る
」
と
歴
史
の
重
み
を

語
っ
た
。（
山
楽
子
）

具
入
れ
、
し
つ
け
糸
入
れ
（
し
つ
け
糸

が
出
す
時
に
絡
ま
な
い
よ
う
な
、
お
花

に
見
え
る
作
品
）
な
ど
な
ど
、
ひ
と
針

ひ
と
針
心
を
込
め
た
作
品
は
、
本
当
に

気
持
ち
が
あ
た
た
か
く
な
る
。

使
う
布
は
家
に
あ
る
も
の
を
利
用
し

た
り
、
安
曇
野
木
綿
と
い
う
会
社
が
、

年
に
2
回
一
般
向
け
に
行
う
頒
布
会
に

行
っ
て
、
格
安
の
端
切
れ
を
買
い
求
め

た
り
す
る
。
作
る
も
の
は
特
に
決
め
て

い
な
い
そ
う
だ
が
、今
回
は
、か
わ
い
ら

し
い「
が
ま
口
」を
教
え
合
っ
て
作
っ
て

い
た
。「
家
に
い
て
も
布
を
出
し
て
眺

め
て
い
る
だ
け
で
、
時
間
を
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
出
来
る
の
よ
」「
限
り
あ

る
時
間
は
楽
し
く
過
ご
さ
な
く
ち
ゃ
」

と
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
手
仕
事
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
活
動
だ
。

県
の
「
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
」
の
策
定
に
関
わ
り
な
が
ら

感
じ
る
の
は
、
子
ど
も
や
学
校
は
、
地

域
が
見
守
り
育
ま
な
く
て
は
と
い
う
こ

と
。
公
民
館
が
地
域
の
要
で
あ
り
、
市

民
の
集
う
場
で
あ
る
よ
う
に
、
学
校
応

援
団
の
団
長
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
子
ど

も
は
未
来
の
宝
な
の
だ
か
ら
。（
Ｋ
・
Ｔ
）

穂
高
有
明
橋
爪
に
あ
る
北
野
神
社

は
、学
問
の
神
様
「
菅
原
道
真
」
を
祭
っ

た
神
社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

受
験
・
進
学
の
こ
の
季
節
、
天
神
さ

ま
に
お
参
り
に
行
か
れ
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ま
、
来
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　（
Ｎ
・
Ｎ
）

時
を
越
え
て
、
ル
オ
ー
や
シ
ャ
ガ
ー

ル
、
ピ
カ
ソ
が
カ
ン
バ
ス
を
前
に
し
た

景
色
に
会
っ
た
◆
絵
画
に
造
詣
は
深
く

な
い
が
、
ミ
ー
ハ
ー
気
分
に
誘
わ
れ
て

味
わ
う
20
世
紀
の
世
界
だ
◆
偉
人
が
生

き
た
時
代
の
風
に
吹
か
れ
て
同
じ
空
間

を
垣
間
見
た
◆
名
を
は
せ
る
前
の
誰
に

も
あ
る
始
ま
り
の
姿
が
見
え
れ
ば
と
。

１
９
６
９
年
の
ピ
カ
ソ
に
会
っ
た
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｔ
・
Ｙ
）

景
気
を
良
く
し
て
賃
金
を
上
げ
る
。

つ
い
て
は
消
費
税
8
パ
ー
セ
ン
ト
に
す

る
。
つ
づ
い
て
10
パ
ー
セ
ン
ト
を
年
内

に
決
断
す
る
と
テ
レ
ビ
か
ら
の
声
。「
丁

寧
に
説
明
を
す
る
」
と
言
わ
れ
て
も
理

解
が
で
き
な
い
最
近
。
こ
ん
な
川
柳
が

あ
っ
た
。〝
値
段
見
て
時
給
に
換
算
く

せ
つ
い
た
〟　
　
　
　
　
　（
Ｙ
・
Ｕ
）
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古
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⑫
南
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農
業
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場

日
輪
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文
化
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・
登
録
有
形
文
化
財
）
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原
パ
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ワ
ー
ク
教
室


